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という。　

　他にも不思議な性質が次々見つ

かってきているだけでなく、意外なこ

とに、人間関係ネットワークのみなら

ずインターネットやSNSなど、背景の

異なるネットワークにさえも共通して

同様の性質が見いだされる。このこと

から、現実のネットワークの形成には

ランダムではない何らかの原理が隠れ

ていると考えられる。これまでこのよう

な原理を数学的に解明する研究も

行ってきた。

アニメ「のだめカンタービ
レ」制作への協力
　アルゴリズムとは問題を解くための

手順や計算方法。何かを最適化した

いとき、問題に応じて適切なアルゴリ

ズムを考え、プログラム化することで

快適な処理速度や性能を実現でき

る。良いアルゴリズムは、様々な産業

における設計や制御の場で必要不可

欠だが、音楽や人体の動きの研究など

にも活かすことが可能である。

　具体例として、アニメ「のだめカン

タービレ巴里編・フィナーレ編」への

制作協力があげられる。従来、ピアノ

の演奏シーンをアニメーションで表現

することは非常に困難だったが、プロ

のピアニストの演奏をモーションキャ
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プチャで計測したデータをもとにCG

を作成。データの欠落した部分の補

正、ノイズを除去するための最適化ア

ルゴリズムを設計したことが、楽譜に

忠実でリアルなアニメーションを完成

するための解決策となった。

面白そうなことはなんでも
　今後も積極的に様々な分野の研究

に数学を応用することで数学の「力」

を示していきたいと考えている。様々な

分野と数学が融合することで可能性も

大きく広がると考えているし、実際の

問題を理論的に扱うことでより深みの

ある有効な解決策が生み出され、新し

い理論が作り出される可能性もある。

　このように、数理的な観点をベースに

しながらも面白そうなことはなんでもや

りたいと考えている。研究室は「情報科

学のおもちゃ箱」。幅広い視野を持ち、

新しいことに挑戦し続けていきたい。

劣通信環境下で効率的な
通信を行うために
　通信環境が劣化した状況でいかに

効率的に情報の共有、収集を行うか

を考えたネットワーク、DTN（Delay 

Tolerant Network ＝遅延耐性ネッ

トワーク）の研究に力を入れている。

「すれ違い通信を利用したリアルタイ

ム災害避難ナビ」（今年３月、ITS  

JAPAN企画賞を受賞）では、広域の

通信網が断たれるような大規模災害

時において、スマートフォン等の

Bluetooth通信を利用して情報を共

有・集約。最適な避難経路を自動的に

発見、誘導し、安否確認や救助計画

等にも利用できるアプリを実現しよう

としている。さらにこのシステムを効率

化するために、人と人との出会い、人

の移動経路が持つ特性、ヒューマンモ

ビリティの性質を数学的に解析し、そ

の知見を活用している。

スモール・ワールド
　任意の二人を世界のどの国、どの地

域から選んだとしても、平均６人の友

人知人を介せば「知り合いの、知り合

いの、知り合いの、知り合いの、知り

合いの、知り合い」である可能性が高

いと言われている。これを｢６次の隔た

り｣もしくは｢スモール･ワールド現象｣

劣通信環境下での通信ネットワーク設計から、再現不可能と言われてきたピアノ演奏のCG作成まで、幅広い対象に

わたる巳波教授の研究内容をレポートする。


